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牧
原
厚
労
副
大
臣
（右
か
る
４
人
日
）
に
中
し
入
れ
す
る
（右

（
）小
池
、

倉
林
、
畑
野
、
（ノ‐‥
端
か
し
）
占
良
、
山
添
、
仁
比
、
宮
本
、
塩
川
、
一［
橋

の
各
議
員
＝
２
４
日
、
厚
労
省
内

「無期転換逃れ」対策を!

共産党国会議員団 政府 に申 し入れ

日
本
共
産
党
国
会
議
員
団
は
１
月
２
４
日
、有
期
雇
用
で
５
年
を
超
え
て
働
く
労
働

者
に
無
期
雇
用

へ
の
転
換
を
申
し
込
む
権
利
が
４
月
か
ら
発
生
す
る
の
を
前
に
、
労
働

者

へ
の
周
知
と
、
「無
期
転
換
逃
れ
」
２
雇
い
止
め
を
防
ぐ
よ
う
、牧
原
秀
樹
厚
生
労
働

副
大
臣
に
緊
急
対
策
を
申
し
入
れ
ま
し
た
。

申
し
入
れ
た
の
は
、
（■
）

労
働
者
に
無
期
転
換
権
を
周

知
徹
底
す
る

（２
三
雇
い
止

め
な
ど
脱
法
行
為
が
起
こ
ら

な
い
よ
う
法
の
趣
旨
を
事
業

主
に
徹
底
す
る

（３
）
自
動

車
鼻
電
機
メ
ー
カ
ー
な
ど
に

対
し
て
も
実
態
調
査
を
緊
急

実
施
す
る

（
４
）
相
談
窓

口

を
労
働
局
や
労
働
基
準
監
督

署
な
ど
に
設
置
す
る
―
の
４

占
℃高

橋
千
鶴
子
衆
院
議
員
が

牧
原
副
大
臣
に
中
し
入
れ
書

を
手
渡
し
、
「
こ
の
ま
ま
で

は
大
量
の
一雇
い
止
め
が
起
こ

り
か
ね
な
い
。
労
働
者
に
無

期
転
換
権
を
知
ら
せ
る
と
と

も
に
、

ク
ー
リ
ン
グ
期
間

（空
白
期
間
）
な
ど
を
使

っ

た
雇
い
止
め
は
法
の
趣
旨
に

反
す
る
と
事
業
主
に
徹
底
す

べ
き
だ
」
と
求
め
ま
し
た
。

小
池
晃
書

記
局
長

は
、

ク
ー
リ
ン
グ
期
間
が
悪
用
さ

れ
て
お
り
、
「法
に
不
備
が

あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。

法
改
正
に
踏
み
込
ん
で
い
く

こ
と
も
必
要
だ
。
同
時
に
、

法
の
趣
旨
に
反
す
る
こ
と
は

許
さ
な
い
と
い
う
断
固
と
し

た
指
導
を
行
う
べ
き
だ
」
と

求
め
ま
し
た
。

牧
原
副
大
臣
は
、
「企
業
に

対
し
て
、
法

の
趣
旨
か
ら
免

れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
啓

発
指
導
を
行

っ
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

中
し
入
れ
に
は
、
高
橋
、
小

池
両
氏

の
ほ
か
塩
川
鉄
也
、

畑
野
君
枝
、
宮
本
徹

の
各
衆

院
議
員
、
士
口
良
よ
し
子
、倉
林

明
子
、
仁
比
聡
平
、
山
添
拓

の

各
参
院
議
員
が
参
加
し
ま
し

た
。
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申
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れ
全
文
は
２
面

し

　

　

しヽ
ん

　

ば

ん

羅
針
盤
日本共産党
三菱伊丹委員会

2018年 2月

207号

リストラ・長時間労働 日つたこと。悩みがあつたら  秘密厳守
働くルールの 110番 ■L072-781-0122

日本共産党三菱電機伊丹委員会 伊丹市千僧6-218 革新会館内 E― ‖all: meloojopOosk3 3web.ne.jp



労
働
契
約
法
に
基
づ
く
無
期
転
換

ル
ー
ル
に
関
す
る
緊
急
申
し
入
れ

日

本

共

産

党

国

会

議

員

団

１
月
２
４
日
、
日
本
共
産
党
国
会
議
員
団
が
牧
原
秀
樹
厚
生
労

働
副
大
臣
に
提
出
し
た
「労
働
契
約
法
に
基

づ
く
無
期
転
換
ル
ー

ル
に
関
す
る
緊
急
中
し
入
れ
」
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

改
定
労
働
契
約
法
に
よ
り
、

一雇
用
期
間
の
定
め
の
あ
る
労
働

者
が
同
じ
会
社
で
通
算
５
年
以

上
働
い
た
場
合
に
、
本
人
が
申

し
込
め
ば
無
期
雇
用
契
約
に
転

換
す
る
ル
ー
ル
が
開
始
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
４
月
■
日
に
は
、
施

行
後
５
年
で
対
象
と
な
る
労
働

者
が
多
数
見
込
ま
れ
る
。
と
こ

ろ
が
、
５
年
に
な
る
前
に
雇
止

め
に
し
た
り
、
６
ヵ
月
の
ク
ー

リ
ン
グ
期
間
を
お
い
て
権
利
を

無
効
に
し
た
り
す
る
な
ど
、
昼
（

期
雇
用
逃
れ
」
の
違
法

・
脱
法
行

日
本
共
産
党
三
菱
電
機
伊
丹
委
員
会

為
が
自
動
車
大
手
や
大
学
、
独

立
行
政
法
人
な
ど
で
明
ら
か
に

な

つ
て
い
る
。
）
）
の
ま
ま
で
は

大
量
の
雇
止
め
が
生
ま
れ
か
ね

な
い
。

政
府
は
繰
り
返
し
、
無
期
転

換
ル
ー
ル
を
避
け
る
目
的
で
雇

止
め
を
す
る
こ
と
は
法
の
趣
旨

に
照
ら
し
て
望
ま
し
い
も
の
で

は
な
い
旨
の
答
弁
を
行

っ
て
い

る
が
、
一
）
の
趣
旨
を
徹
底
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
日
本
共

産
党
国
会
議
員
団
と
し
て
、
以

下
の
対
策
を
緊
急
に
講
じ
る
よ

う
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

（
■
）
労
働
者
が
無
期
転
換
権

が
発
生
す
る
こ
と
を
知
ら
な
い

ま
ま
で
い
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
新
聞
、
雑
誌

等
の
あ
ら
ゆ
る
媒
体
を
活
用
し

て
周
知
徹
底
す
る
こ
と
。

（
２
）
事
業
主
に
対
し
、
無
期

転
換
ル
ー
ル
の
正
し
い
理
解
を

周
知
徹
底
す
る
こ
と
。
無
期
転

換

ル
ー
ル
を
避
け
る
目
的
で
、

繰
り
返
し
雇
用
契
約
を
更
新
し

て
き
た
労
働
者
を
合
理
的
な
理

由
な
く
雇
止
め

に
し
た

り
、

６
ヵ
月
の
ク
ー
リ
ン
グ
期
間
を

悪
用
し
た
り
す
る
な
ど
の
脱
法

行
為
が
起
こ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
法
の
趣
旨
を
徹
底
す
る
こ

Ｌ
ｃ。

（
３
）
自
動
車

メ
ー
カ
ー
に
と

ど
め
ず
、
期
間
一雇
用
労
働
者

を

多

く
雇
用
す

る
電
機
大

手
等

の

主
要
な
産
業

に
お

い
て
も
、
合

理
的

な

理
由

の
な

い
雇

止

め
、

就
業
規
則

の
変
更
等
が
行
わ
れ

て

い
な

い
か
に

つ
い
て

の
実
態

調
査
を
緊
急
に
実
施
す
る
こ
と
。

（
４
）
無
期
転
換
を
前

に
し
た

一屋
止
め
、
就
業
規
則

で

の
ク
ー

リ

ン
グ
期
間
変

更
等
が
行
わ

れ

た
場
合

の
専
門
相
談
窓

口
を
都

道
府
県
労
働
局
や
労
働
基
準
監

督
署
、　
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
等

に
設

け
る

こ
と
。

（し
ん
ぶ
ん
『赤
旗
』
１
／
２
５
付
）
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